口 lonssr sound, vision, sou I 

AV マルチチヤンネルアンプ 

VSA-AX1OAi 

Advanced MCACC 纖 
PC 表巧用アプ ij ケーシヨンソフト 



この取扱説明書について 


VSA - AX ] 日 Ai の Advanced MCACC で測定した部屋の残響周波数特性データ 
を、お客様のノ くソコンで表示する専用アプ U ケーシヨンソフトの取扱説明書です。 
インス!-ール方法から困ったとさの対処まで、同アプ U ケーシヨンを使うとさの情報 
び記載されています。なお、アプ U ケーシヨン使用の際は製品本体の操作わ必要で 
すので、製品に付属の取扱説明書わあわせてご覧 < ださい。 


取扱説明書 


アプ U ケーシヨン 
に03て 


アプ U ケーシヨンの 
V ンストール 


製品本化の操作と 
ケーブルの接続 


アプ U ケーシヨンの 
操作 


グラフの見かた 


アプ U ケーシヨンの 
更新/削除 


困つたとを 










Advanced MCACC アプリケ ー シヨンについて 


Advanced MCACC アプ U ケーションソフトの機能は、製品本体の機能 「Acoustic Cal EQ 
Professional 」 の旧 everb View ] (与 VSA - AX ] 日 Ai 取扱説明書58ぺージ参照）と同じ目的で 
使われる機能で、視聴環境の残響特性をグラフ表示するものです。パソコンを使うことで、グラフ 
をより美しくわかりやすく表示することびでさます。 

■アプリケーションを使用ずるための PC 環境の必要条件 

•0 S び 「 Windows ⑩ XP 」、「 Windows ⑩2日日日」、 「 Windows ⑩ Millenium Edition 」、「 Windows ⑩98 
Second Edition 」、「 Windows ⑩ NT 4 .日 (Service Pack 6)」のいずれかであること 
• CPU び Pentium 3/3日日 MHzl ； (上か 、 AMD K 6/3 日日 MHzl ； (上(または]日日〇/〇互換性のある CPU ) であること 
•メモ U - び1 28 M 目上であること 
•画像解像度び8日日 X 6日日ドット1；(上であること 

• RS -232 C ポートを搭載していること （ COM ポートの設定につい口まパソコンメーカーへお問い合わせください） 

Microsoft Windows® XP、Windows® 2000、 Windows® Millenium 
Edition、Windows NT® および、 Windows® 98 Second Edition は米国 
Microsoft corporation の米国およびその他の国における登録商標です。 


■アプリケーシヨンの主な特長 

1 . 部屋の残響周波数特性を3次元グラフで表示します。^ 

2. グラフの表示方法を様々に変更でさます。 

3. 測定した残響特性データをパソコンに保存でさます。 

4. 測定時の部屋の状況を記録でさるメモ機能びあります。 

5. グラフを印刷することびでさます。 

※表示されるグラフには、製品本体で設定した MCACC による補正は反映されません。 


■アプリケーションの活用方法 

1. 製品本体の機能 [Manual Pro .] の Advanced EQ Setup (与 VSA - AXlOAi 取扱説明書己9 
ページ参照)を行うとさ、どの時間位置で補正を行うかを手動で設定でさますび、その時間 
位置を決定するために、本アプ U ケーションのグラフを参考にすることびでさます。 
詳しくは、 ►グラフの 見かた （ 13ページ) をご覧ください。 


2. 部屋の残響特性の乱れは正確な音場再現の障害となります。グラフ表示機能は、視聴環境 
の残響周波数特性を目で確認でさる、強力なツールとなります。また、お客様び残響対策 
のために施した吸音材などの効果を、目で確認することびでさます。 

詳しくは、 ►グラフの 見かた （ 13ページ) をご覧ください。 


アプリケーシヨン 
に03て 
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アプ y ケーシヨンのインストール 


ダウン□ー ドしたインストーラーを使って、お客様のパソコンヘアプ U ケーシヨンをインス 
トールします。 

※インス I -ーラーファイルはお客様びダウン□ー ドした際に指定したフオルダに保をされています。 

①インス トーラー ファイル £3 

[ PioneerAdvancedMCACCJ . exe ] をダブルクリックずる。 

InstallSheild ウィヴードび表示されます。 

③[次へ]を選ぶ。 



③（使用許諾契約の内容に同意した！ 5) [はい]を選ぶ。 

インストール先の選択画面になります。 

続く、^ 


困つたとを 


► 0 をダブルク U ックするとエラー表示び出て、インストールでさない。 


アプリケーシヨンの 
V ンストール 


_3 
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アプリケーションのインストール（つづき) 


④[次へ]を選ぶ。 



「インス I -ール先のフオルダ」にある場所にアプ U ケーシヨンびインス I -ールされ、デスク 
トップに挡ショートカツトアイコンび作成されます。[参照]をク U ックすると、インストー 
ル場所を変更でさます。 


⑥院了]を選ぶ。 



アプリ ケーシヨンのインス I -ールを終了します。 


アプリケーシヨンの 
V ンストール 
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ノ メスーメス \ 

ク□スタイプケーブル 



VSAAXIOAi 


の 


•使用するケーブル•勺まメスーメス、ク□スタイプです。ただし、メーカーによって呼称び異な 
るため、インター U ンク、 U バースタイプなどと呼ばれることわあります。 


※使用できる RS -232 C ケーブルの結線図のパターン 



2 - 

3 - 

4 - 
己- 
巨- 

7 - 

8 - 
フレーム- 

D-sub9pin メス 


■3 
■2 
■巨 
■己 
■4 
■8 
■7 

-フレーム 

D-sub9pin メス 


• ii (下のケーブルで動作確認済です。 


メーカー 名 

ケーブル型番 

(株)アク□ス 

ADR 226 

ヴンワサプライ（株） 

KR 丄 K 3 


己 


裝品本巧の操かとケーブルの接続 


製品本体で測定する残響特性データをノ（ソコンで表示するために、本体とノ くソコンの接続を行い 
ます 0 

①製品本体とパソコンを RS -232 C ケーブルで接続ずる。 

A 機器の接続、変更を行ラ場合は必ず接続するすべての機器の電源を切り、電源コード 
をコンセントから抜いてください。電源コードは最後に接続してください。 



製品本化の操作と 
ケーブルの接続 



表紙へ© 


























































































製品本体の操作とケーブルの接続（つづき） 1 


2.4. Acoustic Cal EQ Pro. 1 


2.4. Acoustic Cal EQ Pro. 

Manual Pro. | 


PC Output 

► [ Reverb Measurement ] 


Operate a PC 

[Reverb View ] 

-rw*,jnrifni 

今 


[Advanced EQ Setup ] I 



[Return] 


1 ► 


(上で、測定データのパソコンへの転送準備は終了です。 

(与次ページ「アプ IJ ケーシヨンの操作」へ進んで、データ転送を行います。） 

の 

•測定したパソコン表示用残響特性データは、パソコンに転送されるまで一時的に製品本体のメ 
モ U に保をされます。ただし、本体の電源を日 FF にすると、データは同メ fU から消去されます。 
•製品本体にパソ]ン表示用残響特性データびない場合は、日 SD 画面上に [PC Output ] は表示 
されません。 


③製品本体の操作で 「Acoustic Cal EQ Professional 」 の [Manual Pro .] ^ 
を選んで、部屋の强響特性を測定ずる。 

(^ VSA - AXl 0 A 取扱説明書58ぺージの手順1〜8参照） 

《 [Auto Pro.] を行っても残響特性の測定は可能ですび、 EQ セットアップまですべて自動で行うので [Manual 
Pro.] に比べて時間びかかります。 

③ OSD 画面上で [PC Output ] を選ぶ。 

[Operate a PC ] と表示されて、パソコンへデータ転送するスタンバイ状態になります。 


製品本化の操作と 
ケーブルの接続 
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アプ y ケーシヨンの操伟 


測定データの受信から、グラフ表示、データの保存までを行います。 

■測定データの受信 

① パソコンのデスクトップに表示されているアプリケーシヨンの担!シヨート 
カットアイコンをダブルクリックずる。※ 

ァプリ ケーシヨンび開さます。 

※または、 [START] メニユーから 口□グラム]一 [Pioneer Corporation] 一 [Advanced MCACC] を選びます。 

② メニューパーの [ File ] か!5 [ Receive ] を選ぶ。 


ぷ み，10_ 


CthO 


，■卜 


③ RS -232 C を接続している COM ポート番号※を選択して [0 K ] を選ぶ。 

※じ日 M ポート番号びわからない場合は、 [C 日 M 1 ] から順番に選んで実行してみてください。 


朋誦 ' I 


0K 


CANCEL 


COM ポート番号の 
~選択ボックス 


データの受信び開始されます。（データ転送時間:約]日秒) 



終了すると、受信したデータびグラフ表示されます。 

の 

• C 日 M ポートの設定については、パソコンの取扱説明書をご覧ください。 

続ぐ 


困つたとを 


► [ Receive ] を選んだとさ、エラ~表示び出てデ~夕を転送でさない。 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 


























アプリケーションの操作 [つづき）) 


■グラフ表示(各部の名称と機能） 

測定データを受信すると、はじめに全チャンネルのグラフび一覧表示 ( ALL 表示)されます。 
下、 ALL 表示と個別表示の各部について説明します。 

ALL 表示 



3 


2 


4 


個別表示（例 ： Front L チャンネルを指定した表示) 



8 
1 日。 


已 


6 

7 
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アプ U ケーシヨンの 
操作 













































刮 Cascade 

ファイルを重ねて表示する ’ x ’ 

FR lI Tile 

ファイ J レを並べかえて表示する ’ x ’ 

Arrange 

最小化されたアイコンを整列する’^ 


Display 

1 



み/ Graph (G) ► | 

2D (2 次元グラフ）と 

3D (3 次元グラフ）を切り替える 


Graph 

の邮 1 


Window 


※複数のファイルを開いたとさに実行でさます。 


Help 

1 

Version Info 

アプリケーションのノ くージョン情報を表示する 


2. 曰付/時刻表示 

測定データをパソコンへ転送した日付と時刻を表示します。 

3. チャンネルと周液数切り換えボタン 

Ch : チャンネルを指定する表示 f ー ド（グラフの奥行さ軸に周波数び表示されます。） 
Freq : 周波数を指定する表示モード（グラフの奥行き軸にチャンネルび表示されます。) 

4. 一覧表示/個別表示切り換えメニユ ー 

-覧表示 ( ALL ) や個別表示 (Front L など)を選んで、表示したいグラフを指定します。 


1 . メニューバー/メニューアイコン 

それぞれのメニューで、(下の項目を実行でさます。 


File 


一 1 Open 

ノ心コンに保存したファイルを呼び出す （一] 2 ページ） 

図」 Save 

測定データをファイルに保存す る卜] 1 ぺージ） 

Save As 

ペ Receive 

測定データを受信する （一 7 ページ） 

缉1 Print 

表示している個別表示グラフをプ IJ ントアウトする 

位 1 Preview 

プ IJ ント時のプレビュー画面を表示する 

Exit 

アプ IJ ケーシヨンを終了する 


アプリケーションの操作（つづき） 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作 [つづき）) 


5. Level [ dB ] 

レベル軸です。 

6. Time [ msec ] 

時間軸です。 

7. Channel memo (チャンネル表示時のみ） 

各チャンネルごとに簡単なメモを記録でさます。 

8. グラフ表示調整バー 

Z 丄 evel W 巳]目盛りの表示単位を拡大/縮ルします。 

M : Level [ dB ] 目盛りの表示位置を移動します。 

E : 3次元グラフの視点を垂直方向に移動します。 （2 D 表示のとさは変更でさません。） 

R :3 次元グラフの視点を水平方向に移動します。 （2 D 表示のときは変更できません。） 

9. File memo 

測定時の状況など、ファイルについてのメ f を記録でさます。 

1 0. Freq [ Hz ] /Channel 

チャンネル指定表示では Freq (周波数)軸、周波数指定表示では Channel (チャンネル)軸にな 
ります。 

11 . Legend 

グラフの色び、どのチャンネル/周波数に対応しているかを示します。 



アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーンヨンの操作（つづき) 1 


■グラフの保存 

製品本体から受信した測定データをパソ]ンに保存します。受信]回分のデータを]つのフアイ 
ルに保をでさます。 


①測定データを保存ずるには、 [ File ] か!5に ave ] ^を選ぶ。 

※一度保存したデータを再保存するとさ、上書きせずに保存するには [Save As ] を選んで 
<ださい。 


mgm Edit(E) DisplayCD) Window (W) Help(H) 
な Open ( 曲 .. 

Close (の 


Save を ) 


加 1+0 


Save As ( 互 )... 
パ Receive (R) 
實 Print(P) 

位 Preview(V) 


②保存ずる場所を確認し、ファイルに名称を付けて[保存]を選ぶ。 

ファイルは、 CSV 形式な広張テは [ CSV ]) で保存してください。 

なお、測定データの受信び終了してファイルを保存したら、製品本体の操作に戻り、日 SD 画面上 
で旧 etum ] を選んで転送待ち状態の perate a PC 表示状態)を終了してください。片 VSA - 
AX 1 日 Ai 取扱説明書61ページ参照） 


•保存した CSV 形式ファイルは、他のアプ U ケーシヨンソフトを使って測定データを数値表とし 
て見ることわでさます。 

ただし、他のアプ U ケーシヨンでファイルを編集して保存した場合 、 Advanced MCACC アプ 
U ケーシヨンではそのファイルを正しく開けなくなることびありますので、ご注意ください。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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アプリケーションの操作 [つづき）) 


■保存した測定データの呼び出し 

複数のファイルを表示して、データを比較することびでさます。 

①メニューバーの [ File ] か！ 5[0 pen ] を 選ぶ。 



③表示ずるファイルを選択して欄く]を選ぶ。 

過去に保存した測定データびグラフ表示されます。 


■アプリケーションの終了 
① [ File ] か!5忙 xit ] を選ぶ。 



アプリ ケーシヨンを終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
操作 
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グラフの見かた 


2ぺージの「アプ U ケーシヨンの活用方法」にもあるように、製品本体の機能 「Advanced EQ 
Setup 」 で補正時間位置を決定するときや、部屋の残響対策の効果を確認するときに、このグラフ 
を参考にでさます。 

■残響特性グラフの見かた 

グラフは、静寂な状態から時間日でテストノイズを出力しはじめ、じ(降スピーカーから一定レべ 
ルを出力し続けたとさのマイク入カレベルの時間変移を示したものです。 

•まったく残響のない場合は、下図 A のようになります。 

•残響びある場合は、徐々に音響パワーび累積されて下図巳のようになります。 


A 巳 

の 

• おい周波数帯域は群遅延特性の影響で日 ms 付おの立ち上びりび鈍 < なる場合びあります。 
•グラフび表示範囲外にあったり、範囲内のざりざりにある場合は、グラフ表示調整バーの Z 
( Zoom ) を操作してレベルの表示範囲を変更すると、グラフ全体を表示でさます。 

•各スピーカーの「距離と能率の差」による「ディレイとレベル差」は、グラフを見やすくするため、 
補正されたものを表示します。周波数特性に関しては補正しないで表示します。 

•各周波数帯で出カレベルに大きな差びある(周波数特性の乱れび大きい)場合でも、製品本体の 
機能 「Acoustic Cal EQ 」 の ALL CH AD 」 UST 補正を行うことによって、チヤンネルごとの周 
波数特性をフラットにおづけることびできます。卜 VSA - AX 1 日 A 邸扱説明書己2ぺージ参照) 
•製品本体の機能 「Acoustic Cal EQ 」 の補正値を、パソコンに表示されたグラフ上のレベルから 
算出することは困難です 。 （Acoustic Cal EQ の自動設定では、 EQ のバンド間干渉や分析フィ 
ルタの特性を考慮して、理想的な特性になるよラに補正しています。） 



グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづさ） I 


■Advanced EQ Setup での補正時間位置のホめかた 

通常の Acoustic Cal EQ 補正では、マイク入力のデータ取得時間び8日〜16日 [ ms ] (図]:ホの 
部分)の固定になっています D それに対して 、 Advanced EQ Setup では、□〜8日 [ ms ] の中の] 
ポイントに日 [ ms ] 幅）（図]:青の部分)をお客様び選択できます。 

の 

•補正時間位置の設定は、製品本体の機能 「Acoustic Cal EQ Professional 」 の [Manual Pro .] 
での設定です D [Auto Pro .] や通常の Acoustic Cal EQ を行った場合、この設定は不要です。 
卜 VSA - AX 1 日 Ai 取扱説明書己己ぺージ参照） 

図1マイク入力のデータ取得時間の比較 



Advanced EQ Setup の 
補正時間領域 ( 選択可能） 


通常の Acoustic Cal EQ の 
補正時間領域（固定） 


-> 

0 80 160 時間 [ msec ] 

補正時間位置の設定は、測定した残響特性のグラフを見て、(下のノ（夕ーン1〜3を参考に決めます。 


パターン1 . 低域と高域で残響特性が異なる場合 

図2のよラな残響特性の部屋の場合、低域び大さ < 響いて高域びあまり響かないといラよラな特 
性になっています。通常の Acoustic Cal EQ の ALL CH ADJUST 補正をすると8日〜] 6日 [ ms ] 
個2:赤の部分)のデータを取得するため、低域の音量び大きく高域びルさいと判断し、 EQ の力一 
ブは高域を上げぎみに補正します。ところび、 スピー カーから直接耳に届く約 4 日 msii (内の糊'生 
は高域を上げる必要びないくらい十分な音量び出ていますので、通常の Acoustic Cal EQ 補正 
をすると高域びきつく感じることびあります。このような場合にはスピーカーからの直接音を補 
正する意味で、 Advanced EQ Setup で20〜 40[ ms ] 個2:青の部分）く 5いを指定して補正 
をすると、スピーカーか5の直接音(初期反射音を含む)がフラットになり、聞きやすい音場にな 
りまず。 

図2 



80 


160 時間 [ msec ] 


グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづさ ） I 


パターン 2. チャンネルごとに残響特性が異なる場合 

図3のようにチャンネルごとに残響特性び異なっている場合、通常の Acoustic Cal EQ 補正を 
すると8日〜16日 [ ms ] 個3:ホの部分)のデータを取得するため、スピーカーから音び放射され 
てから8日降に、徐々に各チャンネルの音色びそろってくるようになります植接音の特 
性をそろえることはでさません)。しかし、音像の定位感や移動感、各スピーカーからの音のつな 
びりは、残響音ではなく各スピーカーからの直接音(初期反射音を含む)に左ちされます。このよ 
うな場合には 、 Advanced EQ Setup で 20 〜 40[ ms ] (図 3: 青の部分）く 5 いを指定して補正 
をずると、各チャンネルの直接音がそろい、音像の定位感や移動感、各スピーカか! 5 の音のつなが 
りが理想的な音場になります。 



80 


160 時間 [ msec ] 


ノくターン 3. 低域と高域、および各チヤンネルの强響特性が似ている場合 

図4のよラに、各周波数、各チヤンみレの残響特性び似ているよラな場合には、残響特性び悪影響 
を及ぼすことはありませんので 、 Advanced EQ Setup ではなく、通常の Acoustic Cal EQ 
の [ Auto ] 設定で行うことをおすすめしまず。そうずることで、直接音および残響音をずべて含ん 
だ卜ータルでの補正が巧われ、理想的な音場空間を再現できます。 (与 VSA - AX 1 日 A 邸扱説明書 
52ぺージ参照） 


図 4 



補正時間 
指定ポイント 



FLch 低域 
FRch 低域 
FLch 高域 
FRch 高域 




今 
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•Advanced EQ Setup の設定で、どの時間位置に設定するかわからないときは2日-4日 [ ms ] を 
指定してください。しかし、グラフ表示を見てその時間位圍こし巧れかの周波数帯で特異な残響 
力ーブびあるときは、何か突発的な変化と考えられるため、2日-4日 [ ms ] の時間位置は選択せず、 
他の時間位置を選んで<ださい。 

•Advanced EQ Setup での補正時間位圍ま、設定する時間位置を変更しなびら、聴感上もっと 
わよいと感じる位置を選ぶのわよい方法です。 

•補正時間位置の設定は、パソ]ン上では行えません。製品本体の機能 Advanced EQ Setup の 
設定で、製品本体の日 SD 画面上でのみ行えます。 


グラフの見かた 
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グラフの見かた（つづさ ） I 


これは、残響の大さい部屋だと考えられます。お客様のお好みにわよりますび、わし可能であれば、 
よりデッドな音響空間を作るため吸音材などの対策をとることをおすすめします。 

ケース2.特定のチャンネルのみ残響特性が異なっている場合 


r Ch hm 



これは、そのスピーカーの付逊こ、再生音に影響を与えるものびあると考えられます。もし可能で 
あれば、その影響を少なくする対策をとることをおすすめします。 
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■部屋の残響巧策の確認 

グラフから部屋の残響特性び分かります。(下に4つの例を挙げますので、グラフを見るとさの 
参考としてください。 

ケース1 • 全周液数帯域でグラフがち上がりになっている場合 



卜 ml L —] 


ミ JlJ 
心 

り 


J 2} 
J ±jr 


こ与出* 



グラフの見かた 


の岩 g 

-I I L r I 1 ■ 



















ケース 3. 特定の周液数のみ强響特性が異なっている場含 



これは、その周波数帯の再生音に影響を与えるものびあると考えられます。定在波び存在する巧 
能性わあります。わし可能であれば、その影響を少なくする対策をとることをおすすめします。 

ケース 4. 特定のチャンネルのみ立ち上がりが遅い場合 


これは、スピーカーの設置び不安定なときに起きることびあります。もし可能であれば、スピー 
力ースタンドなどの ± 台をしっかりと安定させることで、 他のスピーカーと特性をそろえること 
びでさる場合びあります。 


いずれのケースも 、 「Acoustic Cal EQ Professional 」 の [Auto Pro .] を行うことで、部屋の特徴を 
考慮して自動的に最適な環境を得ることびできます。(与 VSA - AX 1 OAi 取扱説明書55ぺージ参照） 
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グラフの見かた（つづ さ）) 


グラフの見かた 
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アプ y ケーシヨンの更新/削巧 


■アプリケーションの更新 

Advanced MCACC アプ U ケーションのパージョンアップび行われたときは、ダウン□-ドサ 
イトに最新のインス!-ーラーファイルび添付されています。それをダウン□ー ドして、パソコン 
にアプ U ケーションを上書きインス I -ール(更新)することびできます。 

の 

アプ U ケーションのバージョン情報を確認するには、メニューバーから [ Help ] 一 [Version Info ] 
を選びます。下記の画面び表示されて、 ( Version 1.1 などと）バージョンを確認できます。 



①ダウン□ー ドした新しいインストーラーファイル 因を ダブルクリックずる。 

InstallShield ウイヴードび表示されます。 

③ [修復]を選ぶ。 



続く K 
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アプ U ケーシヨンの 
ち新/削除 
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アプリケーションの更新/削除（つづき） 


③ [0 K ] を選ぶ C 


④[完了]を選ぶ C 




扔ナ）みの *: T 


hswJStiieH ウ jr - Ml Pcnwr Mftc€^ HOftGOJ; の f ザ:口电 
し走し to 


だ四 


に 


うみが 


アプ IJ ケーシヨンの更新を終了します。 


続く、^ 


困つたとを 


[修復]を選ぶと、エラー表示び出てインストールできない。 


アプ U ケーシヨンの 
ち新/削除 
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アプリケーションの更新/削除（つづき）） 


■アプリケーションの削除 

次の2通りの方法で、パソコンからアプ U ケーションをアンインストール(削除)できます。 

方法1 . パソコンのコント□ールパネルか!5削除ずる 

[スタート]メニューから、駿赶一[コント□-ルパネル]一[アプ U ケーンョンの追加と削除]を 
選んで行ってください。 

方法 2. ダウン□ー ドしたインストーラーファイルを起動して削除ずる 

①インストーラーファイル 因 ( PioneerAdvancedMCACC _ j . exe ) をダブ 
ルクリックずる。 

InstallShield ウィヴードび表示されます。 

③梢!]除]を選ぶ。 



]>**- わ卜の… 

かな寸すド-む卜ち。巧てがみ I , 
わリ U れ ;t ぷみ 1| 




醫 


恥 


- 她 * W NCACC *i4fSL.?T^ 


J れ I 


③ [0 K ] を選ぶ。 


( i ) ご1■ま巧のシステムからプ□ヴラムを肖 I ]蹄するがシ心を還巧しました。 


"...りピ…… 


続、 JK 、 
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アプ U ケーシヨンの 
ち新/削除 






























④[はしリを選ぶ。 


アプリケーションの更新/削除（つづき)) 



Cdh ■ 町 ram FitrfFi>n«r CorpcTBtcfTi'PHKiw Advanced HGftCC 

0 か] 巧 

豁縣 r 

1 hw 1 

はいが k い A が卜 1 


上記の画面で[はい]を選んだあと、再度同じ画面び表示されることびあります。その場合は、もう 
一度[はい]を選んでください。 

⑥[完了]を選ぶ。 



アプ IJ ケー シヨ ンの削除を終了します。 


アプ U ケーシヨンの 
ち新/削除 
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困ったとを 


Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを使うとさ、ご使用のノ V ソコンのシステム環境や他のア 
プ U ケーシヨンとの相性など、様々な要因によってエラーなどび出ることびあります。そのよう 
なときには、参考のため(下のトラブルシューティング項目をご覧になってください。それでも 
問題び解決しない場合は、ノ（イオニア•カスタマーヴポートセンターへご相談ください。 

カスタマーヴポートセンター（全国共通フ U —フオン） 

□□ 70 - 800 - 8181-22 

(受付時間など詳細については、製品本体の取扱説明書に情報びあります。） 


ンの動作が不安定/異常な動作をずる 


原因)使用しているパソコンの環境が必要条件を満たしていない場合、動作が 
遅くなったりフリーズしたりずるなど、不安定になる場合がありまず。 

プリケ~シヨンを使用するための PC 環境の必要条件にぺ~ジ） をご確認 < だ 
さい。すべての条件び満たされないと、アプ U ケーシヨンはご使用になれません。 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをインストールできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

一下記のエラーび出たとさは、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを起動 
しない状態で、インストーラーフアイル （ PioneerAclvanceclMCACC _ j . exe ) を起 
動してください。 


Advanced MCACC 


〇 


InstallShield むジ1/ ( iKemel . exe ) をイストールできませんでした。 
指ミされたデ J W スから請み■取れません。 


原因 2 )Advanced MCACC アプリケーシヨンと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

^1^(下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーシヨンも起動している場合は、他のアプ U ケーシヨン 
を終了してから、インストーラーフアイル （ PioneerAclvanceclMCACC _ j . exe ) を 
起動してください。 

2) それでもラまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーシヨンを 
起動しない状態で、インストーラーフアイル （ PioneerAclvanceclMCACC _ j . exe ) 
を起動してください。 


困つたとを 
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困ったとき（つづき） 1 


測定データをパソコ ンへ 転送できない 


原因1 ) 偶発的に転送エラーが起こることがあります。 

^一度ェラーび起こった場合でゎ、もぅ ] 回データ転送を試してください。通信可能に 
なるとさびあります。 


原因 2) データ送受信時のエラーにより、下記のようなエラーメッセージが表示 
されることがありまず。 


1 Advanced MCACC 

Command error 

occurred. Please try again. 

[ 

OK 

1 



Advanced MCACC 


Send failed. 


OK 


^1^下の項目を一つずつ試してみてください。 

1 ) C 日 M ポート番号を選び直してみる。 

2) 製品本体のセットアップ画面に 、 [Operate a PC ] と表示されているか確認する。 
(この表示は、製品本体からびパソコンへデータ転送可能な状態であることを表し 
ています。） 

3) 他のアプ U ケーシヨンを終了する。 

4) Advanced MCACC アプ U ケーシヨンを再起動する。 

己)パソコンを再起動する。 

6) RS -232 C ケーブルび正しくつなびれているか確認する。（ケーブルの接続を変更 
するときは、各機器の電源コードをコンセントから抜いてから行ってください。^) 
※製品本体の電源を切ると、測定したデータのラちパソコン表示用のデータは消去さ 
れますので、再度測定び必要です。 


困つたとを 
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が刷したいチヤンネルまたは周波数の個別表示クラフに変更して、印刷してください。 
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困ったとき（つづき） 1 


Advanced MCACC アプリケーシヨンをノ（ージヨンアツプできない 


原因 1) システムリソースが足りないなどの理由で、エラーメッセージが表示さ 
れることがありまず。 

一 ► Advanced MCACC アプ U ケーションをインストールできないに2ぺージ) の 

原因1 ) と同じエラーび出たとさは、ノ くソコンを再起動して他のアプ U ケーションを 
起動しない状態で、インストーラーフアイル （ PioneerAclvanceclMCACC _ j . exe ) 
を起動してください。 

原因 2 )Advanced MCACC アプリケーションと他のソフトウエアとの相性 
により、インストールがうまくいかないことがありまず。 

一下の順番で実行してみてください。 

1) パソコンで他のアプ U ケーションも起動している場合は、他のアプ U ケーション 
を終了してから、インストーラーフアイル （ PioneerAclvanceclMCACC _ j . exe ) を 
起動してください。 

2) それでもラまくいかない場合は、パソコンを再起動して、他のアプ U ケーションを 
起動しない状態で、インス I -ーラーフアイルを起動してください。 

原因 3) インス I ラーの[修復]を選んでも、パソコンの環境によっては正しく 
動作しないことがありまず。 

一梢 U 除]を選んでアンインス!-ールしてから、新規に新しいバージョンのアプ U ケー 
ションをインストールしてみてください。 


グラフを印刷でさない 


原因) ALL 表示グラフは印刷できません。 
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